
 19帯状疱疹パス

帯状疱疹で入院加療を受けられる　（ 　）　さまへ

入院1日目 8日目　退院

1/7

達
成
目
標

観
察
項
目

入院生活について
・(安全)履物は踵のあるものを使用しましょう
･(感染予防)マスクの装着と手洗いをお願いします
･貴重品はご自身で管理管理をお願いします

右手にネームバンドを装着します
(シャント肢･リンパ郭清等の反対側に装着します)

アレルギーの有無を確認します
抗ウイルス薬を投与する際､アレルギー観察票に
沿って
観察を行います

食
事

薬

お薬手帳(薬)を確認します
医師の指示により
□持参薬を継続します
□新処方がでます

飲み薬(や軟膏)の
退院処方がでます
処方は飲み切りましょう

点
滴

点滴用の針を挿入し､(入院時･22時)に
抗ウイルス薬の点滴を行います

検
査

指示にて追加検査を行います

安
静
度

清
潔

創部があれば適宜洗浄処置します

処
置

患部に軟膏を塗布しガーゼで保護します

治
療
上
の

注
意
事
項

パンフレット
1.帯状疱疹とは
2.入院生活でのお願い

文
書

下記書類を作成し説明を行います
□入院診療計画書　□入院誓約書　□実費徴収
(65歳以上)□総合機能評価･□入退院支援計画書

外来診療予約票を
お渡しします

注
意
事
項

　　　　　　　　　　　　常食を提供します
　　　　　　　　　　　　基礎疾患があれば制限が必要か確認し
　　　　　　　　　　　　提供します

2-3日目 　4-7日目

1/1～1/2 1/3

体を清潔に保ちましょう
退院後も処置が必要な
場合､薬局でガーゼや
テープ等購入しましょう

◇疾患や治療について理解できる
◇帯状疱疹に伴う疼痛をコントロールできる
◇帯状疱疹に伴う合併症を起こさない
◇転倒転落がない
◇褥瘡発生がない
◇せん妄を起こさない

創部の痛み・赤み･皮疹･水疱･浸出液､ガーゼ汚染がないか観察します
点滴の針の刺入部に赤み･腫れ･漏れ等がないか観察を行います

1週間後､状況により､持
参薬を再開する場合が
あります

1日3回(6･14･22時)行います
or　1日2回(10・22時)行います

朝採血を行います

疼痛のない範囲で病棟内歩行可能です

毎日シャワー浴をしましょう
患部はこすらず優しく洗い流しましょう

患肢に軟膏を塗布しガーゼで保護します

パンフレット(2日目)
3.軟膏処置

パンフレット(7日目)
4.退院後の生活
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